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世界遺産登録を応援
佐渡金銀山 
ボランティア活動
　10月8日㈯、北沢浮遊選鉱場跡周辺では、
世界遺産登録に向けた気運醸成を図るため、
草刈りなどの景観保全活動が行われました。
　あいにくの雨天での活動となりましたが、
100人以上のボランティアが集まり、世界遺産
登録を応援するため、汗を流しました。
　この活動のほかにも多くのボランティアが世
界遺産登録に向けて応援活動をしており、そ
の輪が広がっています。
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平成２8年度  上半期の財政執行状況
◆一般会計
　平成28年度の一般会計予算は、445億円でスタートしましたが、6月補正予算を含む3回の補正予算や平成27年度繰越
事業費を加えた9月末の予算現額は、469億7,997万円（前年度同期比：3.6%減）となっています。
　歳入の収入済額は230億1,081万円（前年度同期比：3.0%減）で、収入率は49.0%（前年度同期：48.7%）となっています。
　このうち市の主要な財源である市税の収入済額は28億1,128万円（前年度同期比：0.4％増）で収入率は54.9%（前年度
同期：54.0%）となっています。歳出の支出済額は171億7,090万円（前年度同期比：1.8%減）で執行率は36.5%（前年度同
期：35.9%）となっています。歳入、歳出（目的別）の執行状況内訳は次表のとおりです。

一般会計　歳入の状況	 予算現額 … 469億 7,997万円　　収入済額 … 230億 1,081万円

一般会計　歳出の状況	 予算現額 … 469億 7,997万円　　支出済額 … 171億 7,090万円

※1 その他の歳入
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、
国有提供施設等所在市町村助成交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、財産収入、寄附金、諸収入

予算現額

収入済額

0 80億円 160億円 240億円

その他の歳入（※1）

市債

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

地方交付税

地方消費税交付金

地方譲与税

市税

◆市税の内訳
市民税
7億9,205万円
28.2％

固定資産税
15億5,699万円
55.4％

軽自動車税
2億4,218万円
8.6％

市たばこ税  2億66万円
7.1％

入湯税 1,940万円 0.7％

収入済額
28億1,128万円

51億2,360万円
28億1,128万円

4億4,800万円
1億3,691万円
10億6,500万円

200億210万円
152億8,522万円2億8,407万円

7,806万円
7億3,548万円
3億2,165万円

34億3,822万円
9億674万円

37億9,012万円
6億5,326万円

30億4,116万円
0円
7億7,242万円
14億5,357万円

67億5,040万円
3億5,240万円

15億2,940万円
4億3,681万円

5億7,491万円

0 80億円 160億円 240億円

その他の歳出
（※2）

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費 1億9,382万円
9,661万円

74億4,315万円
19億1,910万円

108億374万円
50億6,590万円
46億3,736万円

12億7,911万円
43億4,300万円

12億9,243万円
16億608万円

9億7,991万円
43億9,600万円

6億1,972万円
19億8,675万円

8億6,180万円
38億8,653万円

14億2,948万円
9,590万円
3,122万円

75億3,082万円
35億9,053万円

5,682万円
509万円

※2 その他の歳出 労働費、諸支出金、予備費

予算現額

支出済額

　市では毎年2回、財政事情を公表しています。これは、地方自治法および市条例に基づき、市の収支状況などを皆
さんに知っていただくためのもので、今回は平成28年4月1日から9月30日までの予算執行状況をお知らせします。

市報さど　平成28年11月号
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特別会計

公営企業会計

◆市民一人あたりの負担状況
　（上段：予算現額※　下段：収入済額※）
市民税 固定資産税 軽自動車税 市たばこ税 入湯税

34,868円 42,862円 3,937円 6,536円 593円
13,727円 26,984円 4,197円 3,478円 336円

◆基金・市債の状況
　（上段：総額　下段：市民一人あたり※）
基金（市の貯金） 市債（市の借金）

23,727,813,134円 58,114,834,710円
411,220円 1,007,172円

●佐渡米品質向上プロジェクト事業
　１等米比率 90％以上の目標を達成するため、これまでの基本技術の励行を進める
ための技術指導会の開催や生育情報の提供体制を維持し、品質向上の底上げに必要
な共進会の開催や土作りの推進、色彩選別機の導入を推進します。

●観光受入環境整備事業
　海外個人旅行や多様化する顧客ニーズに合わせた受入環境の充実を図るため、外
国語ガイドの育成や手配できる仕組みづくり等を行います。また、クルーズ船の誘
致や島内免税店の普及、公共トイレの洋式化整備など、外国人観光客にも対応した
受入整備を行います。

●若者定住促進事業
　若者等のＵ・Ⅰターンを促進するため、首都圏での移住相談会の開催や島外在住
者を対象とした移住体験モニターツアーを実施するとともに、若者定住家賃補助の
対象者を拡充します。また、島外在住の女性を対象に、佐渡の暮らし体験と交流を
通して、佐渡ファンの増加を図り、島外の企業・自治体等との交流を促進すること
により多くの来島者を受け入れ、交流から移住・定住人口の拡大につなげます。

特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理する会計で、国民健康保険特別会計など 10 会計が
あります。

公営企業会計は、民間企業と同じような経営をしている事業で、病院事業会計、水道事業会計があります。

会　計　名 収　　　入 支　　　出
予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

病院事業 収益的 215,303 97,845 45.4% 233,544 92,614 39.7%
資本的 2,840 1,420 50.0% 3,093 1,224 39.6%

水道事業 収益的 246,288 108,573 44.1% 273,925 119,108 43.5%
資本的 216,031 15 0.0% 286,937 72,164 25.1%

予算現額
収入済額
支出済額

80億1,800万円
34億5,682万円

32億1,318万円

6億8,120万円
3億1,666万円

2億2,478万円

83億1,040万円
43億1,567万円

35億1,862万円

36億6,059万円
4億4,263万円

11億7,615万円

4億8,500万円
2億437万円
2億252万円

5億8,510万円
2億1,965万円
2億4,730万円

1,701万円 
667万円
840万円

0 20億円 40億円 60億円 80億円 100億円

その他（財産区）

すこやか両津

歌代の里

下水道

介護保険

後期高齢者医療

国民健康保険

こんな事業を
行っています

（単位：万円）

※ 平成28年9月30日現在の人口57,701人で計算しています。

お問い合わせ　財務課　予算係　☎６３－３１１４

市報さど　平成28年11月号
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『健
け ん

口
こ う

』で『健康』を維持しましょう！
平成27年度、佐渡市の幼児は新潟県内で「むし歯の多さNo.1」・・・

　～佐渡市　歯のキャッチコピー～　	
『おいしく食べてあふれる笑顔　噛めば噛むほど　健口家族』

　歯や口の役割は、「食べ物を噛み砕く」だけでなく、「発音を助ける」「美しい表情をつくる」「力を出し、
バランス（姿勢）を保つ」ことがあります。歯は、こころと体の健康を支え、健やかな人生を送るために
欠くことができない存在です。
　歯周病は心臓や脳血管、認知症をはじめ全身へ影響するため、「健口」でいることが大切です。

　乳歯のむし歯は治療しなくてもいい？　	
「どうせ抜ける乳歯なのに、治療が必要なの？」
→治療は必要です。	
○�痛みがあるとしっかり噛めなくなり、唾液が不十分で栄養の吸収が悪くなり
ます。

○永久歯の歯並びにも影響します。
★�むし歯は「唾液」で感染します。箸やスプーン、ストロー、ペットボトルな
どは一緒に使わないようにしましょう。

　小学生になったら仕上げみがきはいらない？　	
→乳歯と永久歯が混在していると磨きにくいので、仕上げみがきは９歳まで行いましょう。
　生涯にわたるお口の健康のために！　
①食べたら磨く歯みがき習慣を身に付けましょう。
②家族みんなでむし歯予防をしましょう。
③定期的に歯科健診を受けられるよう、かかりつけ医をもちましょう。
④いつまでもおいしく楽しく食べて健康を維持しましょう。

�市では、保健師や栄養士、健康推進員が保育園や小学校で紙芝居やエプロンシアターで歯みがきの大
切さを周知したり、親子料理教室において、おやつの取り方について啓発するなど、健口について取
り組んでいます。

お問い合わせ　市役所市民生活課健康推進室　☎６３－３１１５

3～5歳の平均むし歯有病率および一人平均むし歯
（％） （本）

両
津

相
川

佐
和
田

金
井

新
穂

畑
野

真
野

小
木

羽
茂

赤
泊

市
平
均

県
平
均

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0

むし歯有病率
一人平均むし歯数

41.9％ 2本

2.83本

1.57本
1.81本

0.96本

1.51本
1.37本

2本

1.09本
1.30本

1.74本

1本

49.5％

38.1％ 37.8％

24.7％

38.9％

27.8％
37.0％

30.8％

40.7％ 37.8％

24.2％

・むし歯有病率
　市平均　37.8％ 
　県平均　24.2％
・一人平均むし歯数
　市平均　1.74 本 
　県平均　1.00 本

佐渡市の割合は、 
新潟県の平均より高い
数値となっています。

市報さど　平成28年11月号
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「フッ化物塗布」が 
　　　受けられます

　むし歯予防は、歯みがき、甘味の適正摂
取に加えて、フッ化物を利用して歯を強く
することで、バランスの取れたものになり
ます。
　未来を担う子どものむし歯予防対策の一
つとして佐渡歯科医師会からの協力を得て、
満１歳から４歳になるお子さん（年少児）
に３カ月に一度、無料でフッ化物塗布を実
施しています。
　対象者には、フッ化物歯面塗布券を送付
してありますが、不明な点はお問い合わせ
ください。
お問い合わせ
　市役所市民生活課健康推進室
　☎６３－３１１５

11月は「にいがた健
け ん

口
こ う

文化 
　　　　　　　推進月間」です
　「健やかな口」と書いて「健口（けんこう）」と読
んでいます。歯や口の健康は、こころと体の健康を
支える大きな柱です。健口で豊かな人生が送れるよ
うに、歯や口を大切にしましょう。

「しまびと元気まつり／佐渡 8020 健
けん
口
こう
シニア

表彰式」の日程および会場が変更となりました
　「しまびと元気まつり／佐渡 8020 健口シニア表彰
式」について、日程および会場が変更となりました
ので、お知らせします。
　変更前　11月 19日㈯　新穂体育館
　変更後　12月 11日㈰　トキのむら元気館
お問い合わせ
　市役所市民生活課健康推進室
　☎６３－３１１５

○「ポイ捨ては、やめましょう！」
　市では、環境美化指導
員 10人を配置し、たばこ・
空缶等のポイ捨て撲滅に
向け、パトロールやポイ
捨てごみの回収を行って
います。環境美化指導員
からは、たばこのポイ捨
てが非常に目立つとの報告を毎月受けています。
　この状況は、佐渡金銀山の世界遺産登録を目指
す佐渡市にとって大きなマイナス要素となります。
　美しく世界遺産にふさわしい島佐渡であるため
に、ポイ捨ては絶対にしないようお願いします。

【ごみ川柳】
・ポイ捨ては、人の心も捨てている
・ごみ拾い、みんなの気持ちも清らかに

○「マイバッグ持参率100％をめざして」
　市内の平成 27年度マイバッグ持参率は 84.3％
でした。平成 19年度からスタートした「レジ袋
ゼロ運動」が着実に市民の間に浸透した結果とい
えます。
　さらにマイバッグ持参率を向上させるために、
「マイバッグはいつも車に乗せておきましょう！」
　そしてこの習慣をさらに発展させ、３Ｒの意識
を一人でも多くの市民が持ち、「トキが舞う美し
い島佐渡」のために、みんなで環境にやさしい取
り組みを進めていきましょう。
※�３Ｒとは、Reduceリデュース（ごみを出さない）、Reuse
リユース（繰り返し使う）、Recycleリサイクル（再生利用す
る）の三つの英語の頭文字のことで、ごみを減らすための
キーワードです。

無料で
幼児の

お問い合わせ
　市役所環境対策課　クリーン推進係　☎６３－３１１３ お買い物はマイバッグ持参で！

「トキが舞う美しい島佐渡」のために、 
　　　　　環境美化にご協力ください

市報さど　平成28年11月号
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税
の
申
告
が
必
要
で
す

小型特殊自動車（軽自動車税の対象）
区分 長さ 幅 高さ 最高速度 税率

農耕作業用自動車 ― ― ― 35 km/h 未満 2,400 円

上記以外のもの 4.7 ｍ以下 1.7 ｍ以下 2.8 ｍ以下 15 km/h 以下 5,900 円

申告に必要なもの

事由 必要なもの

販売店から購入したとき 印鑑、車名や車台番号などが記載された書類

廃車済みのものを譲り受けたとき 印鑑、廃車受付証

他市町村から転入したとき
印鑑、廃車受付証（未廃車の場合はナンバープレー
トと標識交付証明書）

市内の人に譲渡した（された）とき 新・旧所有者の印鑑、標識交付証明書

市外の人に譲渡するとき
印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

他市町村へ転出するとき

心配ごと相談日（11/15～12/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを
気軽に相談できる窓口を開設しています。
お住まいの地区以外での相談もできます
ので、ぜひご利用ください。相談は無料で
予約は不要です。直接、相談日にお越しく
ださい。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　佐渡市社会福祉協議会本所�
　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けていません。
相談を希望される方は、直接会場にお越しくだ
さい。

地区 相談日 時間 会場

両 津
11月23日㈬
12月  2日㈮
12月13日㈫

13:00～16:00 両津福祉センターしゃくなげ

相 川

11月15日㈫
11月22日㈫

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
12月  3日㈯
12月10日㈯

新 穂 12月  5日㈪

9:00～12:00

新穂行政サービスセンター

畑 野 11月25日㈮ 畑野農村環境改善センター

真 野 12月  6日㈫ 真野老人福祉センター寿楽荘

羽 茂 12月14日㈬
13:30～16:30

羽茂農村環境改善センター

赤 泊 11月16日㈬ 赤泊福祉保健センターやすらぎ

市報さど　平成28年11月号
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特別支援学校児童生徒就学
援助補助金のお知らせ
　市では、特別支援学校就学に必要な経費
の負担を軽減するため、補助金を支給して
います。
　対象者は、10月１日現在、公立の特別支
援学校の幼稚部、小学部、中学部または高
等部に在学中の児童生徒を扶養している保
護者で、佐渡市に住所がある方です。
　詳しくは、11月上旬に市教育委員会から
各特別支援学校の保護者あてに送付してあ
るお知らせをご覧ください。
お問い合わせ
　市教育委員会学校教育課　学事指導係
　☎２３―４８９４

 佐渡税務署からのお知らせ  年末調整説明会を開催します
　源泉徴収義務者に対する平成 28年分の年末調整説明会を、アミューズメント佐渡を会場に、次の日
程で開催します。（該当する地区の日時に出席できない場合は、都合のよい日時に出席してください。）
対象者　法人および個人事業者の方で従業員を雇用している方

対象地区 開催日 時間 会場
佐和田

11 月 17 日㈭
午前 10時～正午

アミューズメント佐渡小ホール
（中原 234 番地 1）

小木・羽茂・赤泊 午後２時～４時
両津・真野

11 月 18 日㈮
午前 10時～正午

相川・金井・新穂・畑野 午後２時～４時

　年末調整に関する所得税源泉徴収簿などの書類および法定調書の一部の用紙は、一定枚数を送付し
ています。用紙が不足する場合は、説明会当日の会場受付または佐渡税務署、市役所税務課、各支所・
行政サービスセンターに用意しています。
　なお、一部の用紙については、国税庁のホームページ（https://www.nta.go.jp/）からダウンロード、
コピーにより使用することができます。
お問い合わせ　佐渡税務署　法人課税部門　 ☎７４－３２７６（自動音声案内「２」をお選びください。）

平成28年分 確定申告に向けた決算説明会を開催します
　税務署では、平成 28年分の確定申告に向けて、決算説明会を開催します。出席される際は、開催内
容等をご確認の上、お間違えのないようご出席ください。
内容

青色決算説明会 一般的な決算の仕方や確定申告に当たっての留意事項白色決算説明会
日程表

区分 対象所得 日　時 会場
青色決算説明会 農業 12月 14日㈬午前 10時～正午 アミューズメント佐渡

２階　文化情報センター
（中原 234 番地 1）

白色決算説明会 農業 12月 14日㈬午後２時～４時
青色決算説明会 事業・不動産 12月 15日㈭午前 10時～正午
白色決算説明会 事業・不動産 12月 15日㈭午後２時～４時

お問い合わせ　佐渡税務署  個人課税部門　☎７４－３２７６（自動音声案内「２」をお選びください。）

12月
10日〜16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

拉致被害者救出を願う 
署名活動にご協力をお願いします
　拉致問題を風化させることなく、北朝鮮当局による
人権侵害問題への認識を深めましょう。
　曽我さん母娘を救う会と佐渡市は、曽我ミヨシさん
をはじめとする拉致被害者全員の早期救出を願う署名
活動を行いますので、皆さまのご協力をお願いします。
日時　12月 10日㈯　午前８時 30分～午後４時
場所　佐渡汽船両津港ターミナル２階待合室回廊
※佐渡汽船が欠航の場合には、中止となります。

お問い合わせ　市役所総務課　拉致被害者対策係
　　　　　　　☎６３－３１１１

市報さど　平成28年11月号
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11
月
25
日
㈮
か
ら
12
月
１
日
㈭
は「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す

　

あ
な
た
は
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？

　

残
念
な
が
ら
、毎
日
ど
こ
か
で
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

・
犯
罪
の
被
害
に
あ
う
と
ど
う
な
る
の
か

・�

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、ど
の
よ
う
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
の
か

・�

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
に
ど
う
接
し
た
ら

良
い
の
か

　

自
分
自
身
や
身
近
な
人
が
被
害
に
あ
う
ま

で
、そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。専
門
家
で
な
く
て
も
、被
害
に
あ
わ
れ
た

方
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。社
会

全
体
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
こ
と
を
考
え
、

被
害
者
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○�

い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
に
普
段
通
り
あ
い

さ
つ
を
す
る

○�

興
味
本
位
に
事
件
の
う
わ
さ
話
を
し
な

い
○�

被
害
者
の
側
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
く

　
『
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
を
気
遣
い
、優
し

い
気
持
ち
で
接
す
る
』こ
と
が
大
切
で
す
。

　

警
察
で
は
、被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご

家
族
な
ど
に
対
し
て
、病
院
等
へ
の
付
き
添
い
、

情
報
提
供
、各
種
専
門
機
関
等
の
紹
介
や
困
り

ご
と
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、あ
な
た
の
周
り
の
人
が
被
害
に
あ
っ

て
し
ま
っ
た
ら
…
一
人
で
悩
ま
ず
に
、誰
か
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

警
察
の
相
談
窓
口 

　

警
察
は
各
種
の
相
談
窓
口
を
設
け
、被
害
に

あ
わ
れ
た
方
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。被
害
に
あ
わ
れ
た
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、ご
家
族
や
ご
友
人
か
ら
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、警
察
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
、専
門
の
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
場
合
に
も
、警
察
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、「
１
１
０
番
」通
報
は
、事
件
や
事
故

な
ど
で
緊
急
の
場
合
に
の
み
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
警
察
本
部「
け
い
さ
つ
相
談
室
」

　

☎
０
２
５
―
２
８
３
―
９
１
１
０

　
（

⇨
携
帯
電
話
の
方
は
こ
ち
ら
へ
）

　

☎
♯
９
１
１
０（
プ
ッ
シ
ュ
式
電
話
）

○
警
察
本
部「
女
性
被
害
１
１
０
番
」

　

☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
８
９
０

○
佐
渡
西
警
察
署

　

☎
０
２
５
９
―
74
―
０
１
１
０

○
佐
渡
東
警
察
署

　

☎
０
２
５
９
―
27
―
０
１
１
０

 

ご
存
じ
で
す
か
？
犯
罪
被
害
給
付
制
度 

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
は
、故
意
の
犯
罪
行
為

（
殺
人
や
傷
害
な
ど
）に
よ
り
、不
慮
の
死
亡
、

重
傷
病
ま
た
は
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を

受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、公
的
救
済
や
加
害

者
側
か
ら
の
損
害
賠
償
も
得
ら
れ
な
い
被
害

者
ま
た
は
遺
族
に
対
し
て
、社
会
の
連
帯
共
助

の
精
神
に
基
づ
き
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
精
神
的
・

経
済
的
打
撃
の
緩
和
を
図
る
も
の
で
す
。

　

給
付
金
に
は
、重
傷
病
給
付
金
、障
害
給
付

金
、遺
族
給
付
金
の
３
種
類
が
あ
り
、犯
罪
被

害
に
よ
り
、次
の
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①�

身
体
に
重
大
な
負
傷
ま
た
は
疾
病（
重
傷

病
）を
受
け
た
場
合

②�

身
体
に
障
害（
１
～
14
級
）が
残
っ
た
場
合

③
死
亡
し
た
場
合

　

犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は
、犯
罪
行
為
に
よ

る
死
亡
、重
傷
病
ま
た
は
障
害
の
発
生
を
知
っ

た
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
と
き
、ま
た
は
当

該
死
亡
、重
傷
病
ま
た
は
障
害
が
発
生
し
た
日

か
ら
７
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
申
請

が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、理
由
の
や
ん
だ
日

か
ら
６
カ
月
以
内
に
限
り
、申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
請
の
手
続
き
な
ど
、詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
、警
察
本
部
警
務
部

警
務
課　

犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
０
２
５
―
２
８
５
―
０
１
１
０（
代
表
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
イ
ベ
ン
ト

 

〝
佐
渡
再
発
見
〟
を
開
催
し
ま
す

　

佐
渡
で
育
つ
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
の
方
々
に
、
佐
渡
の
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
企
業
が
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
魚

を
捕
る
網
や
工
事
道
具
な
ど
、
普
段

見
ら
れ
な
い
も
の
に
間
近
で
触
れ
な

が
ら
、
簡
単

な
職
場
体
験

や
説
明
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
楽

し
く
お
仕
事

体
験
を
し
た

い
方
は
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
４
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付　

午
後
０
時
30
分
か
ら
）

場
所　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
千
種
２
４
０
番
地
）

対
象
者　

�

小
・
中
学
生
、
保
護
者

の
方
々

内
容

・
プ
レ
イ
ベ
ン
ト（
子
ど
も
鬼
太
鼓
）

・
企
業
十
数
社
の
職
場
体
験
や
説
明

・
課
題
解
決
型
職
場
体
験
発
表（
予
定
）

お
問
い
合
わ
せ

　

�

市
役
所
産
業
振
興
課

　

雇
用
対
策
係
☎
63
―
３
７
９
１

昨年の説明会の様子

市報さど　平成28年11月号
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紺こ
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うの
伝
達
を 

　
　
　
　

行
い
ま
し
た

　

国
で
は
、
公
益
の
た
め
に
一
定
額
以
上

寄
附
し
た
方
を
紺
綬
褒
章
の
表
彰
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
「
ふ
る
さ
と
佐
渡
の
た
め

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
し
て
、
佐
渡
出

身
（
旧
河
原
田
町
）
で
、
横
浜
市
在
住
の

矢や

田だ

光み
つ

子こ

様
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
２
千
万
円
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
附
の
紺
綬
褒
章
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
物
件
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
10

月
８
日
に
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
に
て
、
三
浦
市
長
か
ら
紺
綬
褒
章

の
伝
達
を
行
い
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
し
た
。

 

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

～
佐
渡
市
消
費
者
協
会
の
活
動
～

「
Ｅ
Ｍ
廃
油
石
け
ん
」を 

　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

　

佐
渡
市
消
費
者
協
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

消
費
者
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

回
は
、
環
境
問
題
の
一
つ
で
あ
る
「
Ｅ
Ｍ
廃

油
石
け
ん
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
食
用
廃
油
で
作
る
Ｅ

Ｍ
廃
油
石
け
ん
は
、『
環
境
に
や
さ
し
い
石

け
ん
』
で
す
。
原
材
料
は
、
廃
食
油
・
Ｅ

Ｍ
活
性
液
・
苛
性
ソ
ー
ダ
・
Ｅ
Ｍ
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
で
す
。
Ｅ
Ｍ
と
は
、
発
酵
食
品
に
使

わ
れ
る
こ
う
じ
菌
や
乳
酸
菌
、
酵
母
菌
な

ど
自
然
界
の
有
用
微
生
物
を
集
め
た
も
の

で
す
。
Ｅ
Ｍ
廃
油
石
け
ん
は
、
油
汚
れ
の

ひ
ど
い
も
の
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

佐
渡
市
消
費
者
協
会
で
は
、
Ｅ
Ｍ
廃
油

石
け
ん
を
作
り
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
一
度
使
っ

て
み
て
そ
の
効

果
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
皆
さ

ん
も
環
境
に
や

さ
し
い
取
り
組

み
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

佐
渡
市
消
費
者
協
会
ま
た
は
佐
渡
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
―
８
１
４
３

文
化
講
演
会
『
門
付
芸
と
佐
渡
』
を
開
催
し
ま
す

　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、「
に
い

が
た
の
門
付
芸
を
活
か
し
た
地
域
活
性

化
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、「
門
付
芸
と

佐
渡
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
春
駒
の
上
演
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
３
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

　
　
　
（
受
付
１
時
か
ら
）　

会
場　
金
井
能
楽
堂

　
　
　
（
中
興
甲
３
７
１
）

講
師　

�

新
潟
大
学
名
誉
教
授�

池
田　

哲
夫　

さ
ん

　
　
　

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
参
事

　
　
　

板
橋　

春
夫　

さ
ん

芸
能
出
演
団
体

　

佐
渡
國
・
草
の
会
の
皆
さ
ん

　

金
井
春
駒
教
室
の
皆
さ
ん

入
場
料　
無
料

定
員　
１
５
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

申�

し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、電
話
番
号
、住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
30
日
㈬

主
催　
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館

共
催　
佐
渡
市
教
育
委
員
会

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

〒
９
５
２
―
８
５
０
１

　

両
津
湊
１
９
８
番
地

　

☎
27
―
４
１
８
５

　


27
―
４
１
８
４ 

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shakyo@
city.sado.niigata.jp

 

門
付
け
芸
能
と
は

　

門
付
け
と
は
、
家
々
を
一
軒
ず
つ
ま

わ
っ
て
祝
福
芸
を
演
じ
る
芸
能
者
の
こ

と
で
す
。
万
歳
・
春
駒
・
獅
子
舞
・
大

黒
舞
な
ど
、
縁
起
の
良
い
門
付
け
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
正
月
に
訪
れ
、

各
地
で
喜
ば
れ
て
い
る
芸
能
で
す
。

　

佐
渡
で
は
新
春
に
春
駒
が
「
め
で
た

や
め
で
た
や
、
春
の
初
め
の
春
駒
な
ん

ぞ
や
、
夢
に
見
て
さ
え
良
い
と
や
申
す

よ
」
と
歌
い
な
が
ら
作
り
物
の
馬
を
右

手
に
持
ち
、
左
手
に
鈴
の
つ
い
た
手
綱
を

持
っ
て
踊
る
女
春
駒
と
、
相
川
の
よ
う

に
馬
に
ま
た
が
る
男
春
駒
（
写
真
参
照
）

の
二
種
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
二
種
が

同
時
に
伝
え
ら
れ
る
の
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
の
で
す
。

　

今
回
は
女
春
駒
と
男
春
駒
の
両
方
を

上
演
し
、
全
国
に
分
布
す
る
春
駒
に
つ
い

て
解
説
し
な
が
ら
、
佐
渡
の
春
駒
の
特

色
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

市報さど　平成28年11月号

紺綬褒章を表彰された
矢田光子様

環境にやさしい
ＥＭ廃油石けん
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「佐渡民謡の祝祭 ～過去・現在・
そして未来へ～」 が   

　　　　　　開催されました
　10 月２日㈰、相川広間町の佐渡奉行所を会場
に、「佐渡民謡の祝祭」が行われました。初めて
の開催となった本イベントには、島内各所から
17の民謡団体（約 200 人）や羽茂高校郷土芸能部、
七浦小学校民謡クラブなどが一堂に会し、佐渡お
けさや各地区特有の貴重な古民謡などが次々に披
露されました。
　また、新潟大学教授の伊野義博さんと佐渡出身
民謡歌手の小林よしえさんによる民謡を解説する
トークイベントをはじ
め、地方体験、衣装体
験、スタンプラリーな
ど各所に楽しめるコー
ナーが用意されており、
会場全体で賑やかな催
しとなりました。
　訪れた約850人の観
客は民謡の世界に触れ、
その魅力を存分に堪能
していました。

第５回佐渡リレーマラソン結果をお知らせします
　９月25日㈰に佐渡市陸上競技場で開催された「第５回佐渡リレーマラソン」の結果は次のとおりです。

 にいがた緑の百年物語 
第44回 佐渡地方植樹祭が 
　　　　　　開催されました
佐渡地方テーマ
「植えた木は　未来の佐渡の　森になる」
　10 月 18 日㈫、金井地区を会場に「にいがた緑
の百年物語　第 44 回佐渡地方植樹祭」が開催さ
れました。
　金井コミュニティセンターで式典が行われ、緑
化・林業功労者や、植樹祭のテーマとポスターを
作成した中学生が表彰さ
れたほか、「金井緑の少
年団」による活動報告が
行われました。
　その後、小中学生や一
般参加者など約 100 人
が集まり、金井中学校校
舎周辺で記念植樹（ソメ
イヨシノなどの植樹）を
行い、木を植え、緑を守
り育てていくことへの理
解を深めました。

参加数	 48 チーム（内オープン参加１チーム）�
	 440 人（オープン参加者は含まず）

◆プラカードコンテスト
　優　秀　賞　南佐渡のゆかいな仲間達
　ユーモア賞　㈱興和
　アイデア賞　スクーデリア朝井電化

◆ハーフマラソンの部
○小学生の部（９チーム）
　第１位　佐和田ミニバス	 1:15:50�
　第２位　畑小オールスターズ	 1:20:04�
　第３位　両津ミラクルスターズ	1:22:14�
○中学生男子の部（１チーム）
　第１位　金井中学校（男子）	 1:04:04
○中学生女子の部（１チーム）
　第１位　金井中学校（女子）	 1:13:38
○ミックスの部（22チーム）
　第１位　佐和田中学校Ｗ	 1:06:01
　第２位　佐和田中学校Ｔ	 1:06:55
　第３位　佐和田中学校Ｓ	 1:07:09

◆フルマラソン
○一般男子の部（３チーム）
　第１位　両津マラソンクラブ	 2:01:26�
　第２位　チーム失速	 2:19:25�
　第３位　スクーデリア朝井電化	 2:34:17
○一般女子の部（１チーム）
　第１位　球友会ランナーズ	 2:57:08
○ミックスの部（10チーム＋オープン１チーム）
　第１位　wind sprinter	 2:19:48�
　第２位　本間青果	 2:24:20�
　第３位　チームＵＡＣ	 2:27:59

市報さど　平成28年11月号
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佐渡授産ネットワークからの 
お知らせ
　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の
推進のためにネットワークを作りました。
　このコーナーでは、各施設の活動やおすすめの
一品をご紹介しますので、ぜひご利用ください。

 第4回  おすすめの一品
さ わ や か
カレーライス

お問い合わせ
◆カレーショップさわやか
営業時間　９：00～ 15：00（定休日　土・日・祝日）
〒 952-0109　新穂大野 1860-1
☎ 22 － 3450（営業時間外はさわやかにご連絡ください）

　カレーショップでは、カレーライスやうどん、ドリア、オ
ムカレー、スイーツなどを提供しています。利用者さんが調
理、販売、配達をしながら自立した生活を地域社会において
営むことができるよう支援しています。
　カレーショップをオープンしてから丸４年が経ち、地域の
皆さまにご愛顧いただき、少しずつお客さまも増えてきてい
ます。
　利用者それぞれのレベルアップを目指してみんな頑張って
います。これからも皆さまのご支援をよろしくお願いします。

◆障がい福祉サービス事業所 さわやか
〒 952-0101　新穂長畝 910
☎ 22－ 3833　FAX22 － 3843

じっくり丁寧に
調理しています

さわやかの
カレーライス

あったかフォーラム2016 佐渡地区障がい者週間推進集会
　障がい者が自立と社会参加への意欲を高め、地
域住民が障がい者に対する理解と認識を深めるこ
とを目的に「あったかフォーラム 2016」を開催
します。入場は無料です。
　皆さまのご来場をお待ちしております。

日時　11月 27日㈰　午後１時～４時
　　　（即売会は午前 11時から）
会場　あいぽーと佐渡（両津夷 384-11）
内容
・講演　「車いす陸上を通じて得たこと」
　　　　リオ 2016 パラリンピック日本代表
　　　　　樋

ひ

口
ぐち

政
まさ

幸
ゆき

　さん
・意見発表会、活動紹介、障がい者アート展
・障がい者福祉施設授産品販売

お問い合わせ
　市役所社会福祉課　障がい福祉係
　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

樋口政幸選手　プロフィール
　1979 年１月 15日生まれ。
　新潟県十日町市出身。
　長野県安曇野市在住。
　24 歳の時に交通事故にあい、
車いす生活となる。
　リハビリの過程で車いすマラ
ソンと出会う。

【主な成績】
・長野車いすマラソン６連覇中
・2012 年ロンドンパラリンピック日本代表
・�2013 年フランスリヨン IPC 陸上世界選手権�
5000m 銀、1500m 銅
・�2014 年仁川アジアパラ競技大会　5000m 銅
・�2015 年ドーハ IPC 陸上世界選手権�
5000m ５位、1500m ７位
・�2016 年リオデジャネイロパラリンピック�
5000m ４位、1500m ８位

■障がいを理由とした差別の解消を推進しています。
　今年度施行された「障害者差別解消法」では、障がいを理由とする差別を解消して、障がいのある人もない人も
互いにその人らしさを認め合いながら、共に暮らせる社会を目指しています。
　皆さん一人ひとりが障がいについて理解し、障がいを理由とした不当な差別を解消し、障がいの有無によって分
けへだてられることのない、すべての人が尊重される社会をつくりましょう。

カレーライスの日は水～金曜日、 
月～金曜日までは、カレーうどん類を 

提供しています。

市報さど　平成28年11月号
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裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く

じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数

は
、
全
国
で
約
23
万
３
，
６
０
０
人
で
す
。

（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
全
体
に
占
め
る
割

合
は
、
約
４
５
６
人
に
１
人
）

　

平
成
29
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
年
11
月
中
旬
に
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。（
平
成
29

年
１
月
１
日
時
点
で
20
歳
以
上
の
方
）

　

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
こ
ろ
か
ら
平

成
30
年
２
月
こ
ろ
ま
で
の
間
に
裁
判
員
に

選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件

の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お

越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調
査

票
を
送
り
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判

員
候
補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、

ご
回
答
の
内
容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て

明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に

は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る

も
の
で
す
の
で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当

て
は
ま
ら
な
い
方
は
、
返
送
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

辞
退
の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間

等
に
何
ら
の
制
限
を
設
け
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を

申
し
出
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お

送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い

た
だ
く
こ
と
も
、
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
選

任
手
続
き
の
際
に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た

だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
広
報
係

　

☎
０
２
５
―
２
２
２
―
４
１
７
５

順
徳
院
黒
木
御
所

「
第
８
回
佐
渡
吟
詠
大
会
」

最
優
秀
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す

　

10
月
２
日
、
泉
公
民
館
に
て
「
第
８

回
佐
渡
吟
詠
大
会
入
選
作
品
発
表
・
表

彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
短
歌　
荻
原　
光
之　
選

最
優
秀
賞
（
一
般
）
応
募
数
96
首
（
25
人
）

　

舞
ひ
降
り
て
野
生
の
ト
キ
が
啄

つ
い
ば
め
る

冬ふ
ゆ

水み
づ

田
ん
ぼ
に
陽
射
し
あ
た
た
か

　

神
奈
川
県
川
崎
市　

藤
原　

礼
子

○
俳
句　
赤
塚　
五
行　
選

最
優
秀
賞
（
一
般
）
応
募
数
141
句
（
37
人
）

　

そ
の
か
み
の
山
師
の
夢
や
真
葛
原

　
　
　

相
川
下
戸
村　

本
間　

道
子

○
川
柳　
若
林　
柳
一　
選

□
課
題　
「
こ
こ
ろ
」「
匂
う
」

最
優
秀
賞
（
一
般
）
応
募
数
75
句
（
21
人
）

　

御
所
桜
永
久
に
匂
え
よ
院
の
愛

　
　
　

相
川
下
戸
村　

本
間　

道
子

※�

そ
の
ほ
か
の
作
品
に
つ
い
て
は
、佐
渡
吟
詠
大

会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
吟
詠
大
会
事
務
局

　

☎
63
―
３
３
１
２
（
北
條
）
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

（
文
部
科
学

大
臣
表
彰
）を
受
け
ま
し
た

　

10
月
７
日
、東
京
都
霞
が
関
の
ス
ポ
ー

ツ
庁
で
、
両
津
体
育
協
会
所
属
の
「
両

津
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
優
良
団
体
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
表
彰

は
、
地
域
ま
た
は
職
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
の
健
全
な
普
及
お
よ
び
発
展
に
貢
献

し
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体

に
、
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　

両
津
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
33

年
４
月
の
設
立
以
降
、
両
津
地
区
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
や
駅
伝
大
会
な
ど
の
各
大

会
を
開
催
し
、
少
年
少
女
か
ら
一
般
ま

で
の
陸
上
競
技
普
及
に
力
を
入
れ
る
な

ど
、
長
年
に
わ
た
り
両
津
地
区
に
お
け

る
陸
上
競
技
の
発
展
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
12
日
、
三
浦
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、
受
賞
の
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
。

　

お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

三浦市長に受賞の喜びを
伝えるクラブの皆さん
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配
置
地
区　
高
千
地
区

配
置
時
期　
平
成
28
年
９
月
着
任

出
身
地　
石
川
県
金
沢
市

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

佐
渡
を
一
言
で
表
現
す
る
と
、「
美
し

い
島
」
と
い
う
言
葉
が
一
番
合
う
と
思
い

ま
す
。
着
任
し
て
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
見
て
体
験
す
る
魅
力
的

な
毎
日
で
す
。

　

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
に
、
地
区
の

方
は
温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
人
柄
の

良
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
然
、
文
化
、

食
べ
物
、
そ
し
て
人
柄
す
べ
て
が
美
し
い

と
い
う
印
象
で
す
。

配
置
地
区
で
の
活
動
等

　

地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
第
一
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
お
会
い

し
て
、
お
話
し
を
伺
い
、
棚
田
米
を
主
に

高
千
地
区
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　

高
千
地
区
に
は
石
名
天
然
杉
を
は
じ
め

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
行
事
を
体
験
し
て
、

し
な
し
な
と
高
千
地
区
の
魅
力
を
発
信
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
千
地
区
の
12
集
落
に
は
多
様
な
農
林

水
産
物
が
あ
り
、
資
源
も
豊
富
で
美
味
し

い
も
の
が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
の
中
で
も
特
に
お
い
し
い
と
感
じ
た
、

棚
田
米
や
海
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
保
全
、
特
産

物
の
開
発
な
ど
、
集
落
の
方
々
と
協
力
し

合
っ
て
高
千
地
区
全
体
を
盛
り
上
げ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
中
で
い
ろ
ん
な
企
画
や

ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
実
行
す

る
の
が
難
し
い
と
も
伺
い
ま
し
た
。
協
力

し
て
、
一
つ
で
も
実
行
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

福
ふく
田
だ
　浩
こう
一
いち
さん

佐
渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク

２
０
１
６
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰
の
両
日
、「
佐

渡
ト
キ
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
は
新
穂
地
区
で
、「
佐
渡
國
新
穂
・

ト
キ
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
10
㎞
）」、「
佐

渡
國
新
穂
・
古
刹
コ
ー
ス
（
23
㎞
）」
に

合
わ
せ
て
１
５
６
人
が
参
加
し
、
緑
豊

か
な
自
然
と
ト
キ
と
の
触
れ
合
い
を
楽

し
み
な
が
ら
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
歩
き
ま

し
た
。

　

23
日
は
真
野
地
区
で
、「
佐
渡
國
真
野
・

絶
景
海
道
コ
ー
ス
（
９
㎞
）」、「
佐
渡
國

真
野
・
御
金
荷
の
道
コ
ー
ス
（
22
㎞
）」

に
２
２
０
人
が
参
加
し
、
真
野
湾
を
展

望
し
な
が
ら
、
い
に
し
え
の
金
銀
運
搬

道
な
ど
を
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
多
く
の
人
と
の
触
れ
合

い
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
、
笑
顔
の
絶

え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

『
う
み
ぽ
す
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
』

小
木
小
学
校
の
児
童
の 

　
　

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た

　
「
海
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
、
地
元
の

海
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、（
一

社
）
海
洋
連
盟
主
催
に
よ
る
海
の
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
「
う
み
ぽ
す
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
２
，
１
４
８
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
入
賞
一
〇
〇
選
の
一
つ
に
小

木
小
学
校
５
年
生
の
市
川
優
月
さ
ん
の

作
品
が
見
事
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

市
川
さ
ん
の
作
品
は
、
地
元
・
佐
渡

小
木
の
海
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

「
佐
渡
島
の
た
ら
い
舟
」
を
題
材
に
描
か

れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ
て
、

地
元
の
海
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
大
変
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

南
教
育
事
務
所　

小
木
地
区
教
育
係

　

☎
86
―
３
１
９
１

キャッチコピー
今日はべたなぎ！だっちゃ！

たらい舟にのりにこいっちゃ！！

市報さど　平成28年11月号
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
お
　
知
　
ら
　
せ

人
権
擁
護
委
員
が 

　
　
　
　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
橋　

敞
膺　

さ
ん
（
羽
茂
村
山
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
の
回

り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局　
　

　

☎
74
―
３
７
８
７

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
こ

れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感

じ
て
お
悩
み
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
公
証
事
務
（
新
潟
地
方
法
務

局
佐
渡
支
局
）
の
担
当
者
も
い
ま
す
の
で
、

遺
言
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
22
日
㈫
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
赤
泊
総
合
文
化
会
館

　
　
　
（
赤
泊
２
４
５
８
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員　
　
　

永
井　

学

　

人
権
擁
護
委
員　
　
　

本
間　

直
美

　

法
務
局
職
員
支
局
長　

鈴
木　

次
男

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
へ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

の
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
平
成
27
年
11
月
か

ら
簡
易
書
留
に
て
送
付
し
ま
し
た
が
、
郵

便
局
の
保
管
期
限
を
過
ぎ
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
は
市
役
所
へ
返
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
役
所
市
民
生
活
課
に
お
い
て

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
け

取
り
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

★�

通
知
カ
ー
ド
受
け
取
り
の
際
に
持
参
す

る
も
の

【�

世
帯
主
ま
た
は
同
一
世
帯
人
が
受
け
取

り
に
来
る
場
合
】

１�　

窓
口
に
来
る
人
の
旅
券
、
住
基
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
等
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
付
き
身
分
証
明
書
１
点
。

　

�　

ま
た
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、

社
員
証
、
学
生
証
等
２
点
。

２　

印
鑑

【
代
理
人
が
受
け
取
り
に
来
る
場
合
】

（
１
～
３
す
べ
て
必
要
）

１　

委
任
状

２�　

本
人
の
旅
券
、
住
基
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
等
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
１
点
。

　

�　

ま
た
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、

社
員
証
、
学
生
証
等
２
点
。

３�　

代
理
人
の
住
基
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
等
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
身
分

証
明
書
１
点
。

　

�　

ま
た
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、

社
員
証
、
学
生
証
等
２
点
。

４
．
代
理
人
の
印
鑑

受
取
場
所
・
日
時

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階

　

市
民
生
活
課
戸
籍
係
（
６
番
窓
口
）

　

�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
生
活
課　

戸
籍
係

　

☎
63
―
５
１
１
２

～
建
設
副
産
物 

　
　
　
知
恵
と
技
術
で
リ
サ
イ
ク
ル
～ 

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」
を 

　
　
　
　
　
推
進
し
て
い
ま
す

　

建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き

る
特
定
の
建
設
廃
棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材
な
ど
）
の

「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
は
依
然
と
し
て
建
設

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家
屋
の
解

体
な
ど
の
際
に
は
、
業
者
に
適
正
な
分
別

解
体
・
再
資
源
化
を
促
す
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
も
、
建
設
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

�

北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
北
陸
地
方
整
備
局
企
画
部�

技
術
管
理
課
教
習
係
）

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
８
８
８
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.hrr.m

lit.go.jp/gijyutu/
fukusanbutu/

市報さど　平成28年11月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

 

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ  

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の 

特
別
徴
収（
給
与
天
引
き

）へ
の
移
行
に 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■�

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
特
別
徴

収
（
給
与
天
引
き
）
が
法
律
等
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す

　

個
人
住
民
税
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

と
同
様
に
、
事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、

毎
月
、
従
業
員
（
給
与
所
得
者
）
に
支
払

う
給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業
員
に

代
わ
っ
て
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村

へ
納
入
す
る
こ
と
が
、
地
方
税
法
お
よ
び

佐
渡
市
の
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
従
業
員
が
一
人
だ
け
、
従
業
員
が

家
族
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
特
別
徴
収
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。）

■�

所
得
税
の
よ
う
に
事
業
者
が
税
額
を
計

算
し
た
り
、
記
帳
し
た
り
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
事
務
手
続
き
と

は
異
な
り
、
事
業
者
が
税
額
を
計
算
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
町
村
が
、
毎
年
５
月
に
事
業
者
（
給

与
支
払
者
）
に
対
し
て
、『
給
与
所
得
等

に
係
る
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
』
に

よ
り
月
々
に
特
別
徴
収
す
べ
き
税
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
税
額
を
毎
月

の
給
与
か
ら
特
別
徴
収
し
、
翌
月
の
10
日

ま
で
に
合
計
税
額
を
各
従
業
員
の
住
所
地

の
市
町
村
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■�

従
業
員
の
方
の
納
税
に
係
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す

　

従
業
員
一
人
一
人
が
、
納
税
の
た
め
に

金
融
機
関
や
市
町
村
窓
口
に
出
向
く
手
間

を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
特
別

徴
収
以
外
の
方
法
に
よ
る
納
税
の
回
数
が

通
常
年
４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴

収
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の
方
の
１

回
あ
た
り
の
納
税
額
の
負
担
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

第
13
回
佐
渡
市
中
学
校
も
の
づ

く
り
展
示
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
内
の
中
学
生
が
「
技
術
･
家
庭
」
の

授
業
等
で
制
作
し
た
木
工
・
電
気
作
品
、

被
服
・
幼
児
の
お
も
ち
ゃ
等
の
作
品
を
一

斉
に
展
示
し
て
「
も
の
づ
く
り
教
育
」
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

生
徒
の
丹
精
込
め
て
制
作
し
た
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
19
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

　
　
　
（
両
津
夷
３
８
４
―
11
）

入
場
料　
無
料

主
催　
佐
渡
市
中
学
校
教
育
研
究
会

お
問
い
合
わ
せ

　

南
佐
渡
中
学
校
（
担
当
：
川
原
）

　

☎
88
―
２
１
０
２

佐
渡
歯
科
医
師
会 

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
の 

職
員
を
募
集
し
ま
す

　

佐
渡
歯
科
医
師
会
で
は
、地
域
の
医
療
・

介
護
・
福
祉
な
ど
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、 

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持
つ
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

  
非
常
勤
職
員

募
集
人
数　
１
人
（
年
齢
・
経
験
は
不
問
）

必
要
資
格　
歯
科
衛
生
士

勤
務
地　
佐
渡
市
内
（
診
療
所
や
病
院

の
勤
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

賃
金　
時
給
１
，
５
０
０
円
程
度

交
通
費　
勤
務
日
数
な
ど
に
よ
り
変
動

　
（
月
２
４
，
５
０
０
円
ま
で
支
給
）

就�

業
時
間　
月
～
金
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
5
時
の
時
間
の
い
ず
れ
か
（
週
29
時

間
程
度
）

業�

務
内
容　
病
院
や
介
護
施
設
、
在
宅
な

ど
か
ら
の
訪
問
歯
科
診
療
の
依
頼
の
受

付
、
そ
の
ほ
か
の
連
携
に
関
す
る
業

務
。（
歯
科
医
院
勤
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
未
経
験
者
で
も
懇
切
丁
寧
に
業
務

内
容
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
）

選
考
方
法　
面
接

  

登
録
歯
科
衛
生
士

　

歯
科
衛
生
士
の
方
が
、
在
宅
歯
科
医
療

連
携
室
に
登
録
し
、
在
宅
等
で
口
腔
ケ
ア

等
の
必
要
な
方
が
お
ら
れ
た
場
合
に
、
現

地
へ
赴
き
必
要
な
口
腔
ケ
ア
や
衛
生
指
導

を
行
い
ま
す
。
出
務
が
あ
っ
た
際
に
は
、

報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
診
療
所
や
病
院

の
勤
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
科
衛
生
士

の
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
歯
科

の
仕
事
を
し
て
い
な
い
方
な
ど
、
ど
う
ぞ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ  

　

佐
渡
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

　
（
相
川
一
町
目
裏
町
２
番
地

　

渡
部
歯
科
医
院
内
）

　

担
当　

山
城
利
恵

　

☎
０
８
０
―
２
１
３
１
―
９
１
０
０

　

※
募
集
期
間
は
特
に
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

思いを込めて作りあげた作品を展示

市報さど　平成28年11月号
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格 Aから Cに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
A）　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
B）　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
C）　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者の
いる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯な
どは214,000円）以下であること
③�収入月額が158,000円以上487,000円以下である
こと

④�申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年齢
合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤�同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃
貸住宅の所在地に住所を移転できること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
大野第1住宅（１階） 1 ①② - H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,800 ～ 38,400

大野第2住宅（１、２階） 3 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

県営おりと団地
(１階、２階、３階、４階)

6 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300

県営炭屋町団地
(２階、３階、４階)

4 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

栄町団地のかんぞう棟(２階) 2 ①② - H3 耐火構造３階建て 3DK 21,500 ～ 42,200

栄町団地あやめ棟(２階) 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

栄町団地あさがお棟(２階) 1 ①② - H10 耐火構造３階建て 3DK 23,400 ～ 46,000

佐和田
県営青柳寺団地
(１階、２階、３階)

3 ①② - S56 耐火構造４階建て 3DK 16,500 ～ 32,400

金井 吉井第2住宅 1 ①③ - H6 木造平屋一戸建て 3DK 42,000【定額】

畑野
後稲葉住宅団地（Ｂ棟） 1 ② ○ H13 木造平屋長屋建て 2DK 13,800 ～ 27,200

後稲葉住宅団地（Ｅ棟） 1 ③ ○ H13 木造２階共同建て 2DK 24,000【定額】

真野 新町団地 2 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

赤泊

小熊団地 1 ③ ○ H17 木造２階長屋建て 1LDK 33,000【定額】

真浦団地2 2 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

浦津団地 1 ② ○ H12 木造２階長屋建て 1LDK 15,300 ～ 30,200

■申込書類	 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先	 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限	 11 月 30 日㈬　午後５時
■入居予定	 12 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項	 入居決定後、次のことが必要です。�
	 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は 1人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額 ＝  （合計所得額－各種控除額）	 １２

市報さど　平成28年11月号
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生活情報
　　さど

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
痩
せ
る
と
い
う
健

康
食
品
が
１
カ
月
分
５
０
０
円
で
購
入
で

き
る
と
あ
っ
た
の
で
注
文
し
た
が
、
定
期

便
で
５
回
届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
２

回
目
以
降
は
、
３
，
０
０
０
円
の
請
求
が

き
た
の
で
解
約
し
た
い
と
い
う
相
談
が
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
「
お
試
し
価
格
」「
初
回
限
定
割
引
」

「
１
回
だ
け
」
と
い
う
宣
伝
広
告
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
】

　
「
健
康
に
良
い
」「
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
あ

り
」
等
と
う
た
う
健
康
食
品
の
広
告
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
み
て
商
品

に
興
味
を
持
ち
、
加
え
て
「
お
試
し
（
価

格
）」「
初
回
〇
円
」「
送
料
の
み
」
と
表

示
を
見
て
、
注
文
す
る
場
合
が
多
く
あ
り

ま
す
。　

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
表
示
が
強
調
さ
れ

て
い
る
一
方
、「
５
回
以
上
の
購
入
が
条
件
」

等
の
定
期
購
入
が
条
件
で
あ
る
こ
と
や『
電

話
で
の
み
解
約
の
申
し
出
を
受
け
付
け
て

い
る
』
と
い
っ
た
条
件
は
、
ほ
か
の
情
報

よ
り
小
さ
い
文
字
で
表
示
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
購
入
者
は
商
品
を
無
料
や

５
０
０
円
程
度
の
価
格
で
購
入
で
き
る
と

考
え
、
定
期
購
入
と
な
っ
て
い
る
と
認
識

の
な
い
ま
ま
２
回
目
以
降
の
商
品
が
届
い

て
初
め
て
気
づ
く
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
食
品
を
飲
む
と
湿
疹
や
下

痢
な
ど
身
体
的
不
調
を
訴
え
る
場
合
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

　

健
康
食
品
等
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
通
信
販
売
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、電
話
等
に
よ
る
注
文
）
の
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
返
品
特
約
を
必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１イ

８ヤ

８ヤ

（
嫌い
や

や
！
泣
き
寝
入
り
）

「
お
試
し
」「
１
回
だ
け
」の 

　
　

つ
も
り
が
定
期
購
入
に
！？

～
低
価
格
を
う
た
う
広
告
を
う
の
み
に
せ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
契
約
の
内
容
を
き
ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
～

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
佐
渡
市
立
松
ヶ
崎
小
学
校

　

松
ヶ
崎
小
学
校
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
誇
り
を
も
つ
子
ど
も
」「
か
か
わ
り

合
い
自
信
を
も
っ
て
表
現
で
き
る
子
ど

も
」
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
と
連
携
・

協
働
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
伝
統
の
学
校
行
事
（
遠
泳
・
鬼
太
鼓
）

　

遠
泳
大
会
、
子
ど

も
鬼
太
鼓
発
表
会

な
ど
、
昭
和
の
時
代

か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
る
学
校
行
事
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

行
事
は
、
保
護
者
ば

か
り
で
な
く
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
も
案
内

を
お
届
け
し
、
お
越

し
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
事
前

指
導
や
当
日
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
惜
し
み

な
い
応
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

○
特
別
活
動
（
佐
渡
お
け
さ
）

　

佐
渡
お
け
さ
ク
ラ
ブ
で
は
、
伝
統
芸
能

の
力
を
生
か
し
、
子
ど
も
の
ふ
る
さ
と
を

誇
り
に
思
う
心
を
醸
成
す
る
目
的
で
、
佐

渡
お
け
さ
の
演
奏
指

導
を
地
域
の
方
か
ら

受
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
の
方
々

に
も
元
気
と
勇
気

を
届
け
る
た
め
に
、

松
ヶ
崎
連
合
運
動
会
、

佐
渡
市
音
楽
発
表
会
、

松
ヶ
崎
郷
土
民
芸
発
表
会
で
練
習
の
成
果

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

○
地
域
貢
献
活
動
（
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
）

　

佐
渡
市
を
会
場
と
し
た
全
国
棚
田
（
千

枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

１
～
４
年
生
は
、

お
も
て
な
し
ス
タ
ッ

フ
を
、
５
・
６
年
生

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
務
め
ま
し

た
。
地
域
の
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
に
活
力

を
与
え
、
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
で

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
お
客
さ
ま
に
感
動
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
大
勢
の

前
で
ふ
る
さ
と
の
伝
統
や
文
化
を
堂
々
と

発
表
す
る
子
ど
も
の
姿
か
ら
は
、
誇
り
と

自
信
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

連
携
・
協
働
し
た
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

市報さど　平成28年11月号
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■�

新
穂
中
学
校
の
生
徒
が	

　
　
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
27
日
か
ら
28
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
新
穂
中
学
校
の
生
徒
２
人
が
ト
キ
の

森
公
園
で
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
展

示
資
料
館
と
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
受
付
業

務
を
担
当
し
、
参
観
者
へ
の
応
対
を
行
っ

た
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
製
作
や
エ
サ
や
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、

「
エ
サ
や
り

体
験
を
し
て

み
て
ト
キ
と

の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
事
だ
と

感
じ
た
」
と

感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

■�

ト
キ
の
「
第
15
回
放
鳥
」
が	

　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
し
た

　

９
月
23
日
、
15
回
目
と
な
る
ト
キ
の
放

鳥
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
オ
ス
５
羽
、
メ
ス
14
羽
の
計
19

羽
が
順
化
ケ
ー
ジ
か
ら
放
鳥
さ
れ
、
24
日

の
正
午
ま
で
に
す
べ
て
の
ト
キ
が
佐
渡
の

大
空
へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

　

今
回
放
鳥
さ
れ
た
中
に
は
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
生
ま
れ
の
「
№
２
６
５
（
愛
称
と
き

わ
・
メ
ス
）」、「
№
２
６
６
（
愛
称
う
み
・

メ
ス
）」、「
№
２
７
４
（
メ
ス
）」
の
３
羽

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
来
年
春
の
２
世
誕

生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ケ
ー
ジ
か
ら
飛
翔
し
た
ト
キ
は
、
島
内

各
地
を
頻
繁
に
移
動
し
、
普
段
ト
キ
が
見

ら
れ
な
い
場
所
で
行
動
す
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
が
重
要
な

デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

　

ト
キ
を
見
か
け
た
際
に
は
ト
キ
交
流
会

館
へ
お
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
―
９
８
０
―
５
５
１

■�『
ト
キ
と
の
共
生
座
談
会
』の	

　
開
催
希
望
集
落
を
募
集
し
ま
す

　

現
在
、
島
内
の
野
生
下
で
約
２
０
０
羽

を
越
え
る
ト
キ
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
各

地
域
か
ら
ト
キ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
飛
来
す
る
ト
キ
を
見
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
一
方
で
、
ト
キ
が
ど

こ
で
行
動
し
て
い
る
の
か
、
驚
か
せ
な
い

よ
う
に
観
察
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
普
段
通
り
に
農
作
業
を
し
て
も
問

題
は
な
い
の
か
、
観
察
す
る
方
が
農
道
に

駐
車
し
て
困
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

や
不
満
を
お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
関
係
機
関
の
職

員
が
地
域
に
お
伺
い
し
意
見
交
換
す
る
場

と
し
て
、
座
談
会
の
開
催
を
希
望
す
る
集

落
を
募
集
し
ま
す
。

開�

催
日　
平
成
28
年
12
月
か
ら
平
成
29
年

２
月
ま
で
の
３
カ
月
間
で
集
落
が
希
望

す
る
日

※�

ご
希
望
日
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

時�

間　
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度
（
集
落

の
ご
希
望
に
合
わ
せ
ま
す
）

会�

場　
集
落
が
希
望
す
る
場
所
（
お
近
く

の
公
民
館
、
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

内
容

　

⑴
ト
キ
の
飼
育
繁
殖
状
況
に
つ
い
て

　

⑵
野
生
ト
キ
の
近
況
に
つ
い
て

　

⑶
意
見
交
換

主
催

　

人
・
ト
キ
の
共
生
の
島
づ
く
り
協
議
会

　

環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所

　

新
潟
県
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

　

佐
渡
市
農
林
水
産
課　
　

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

�
市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

10
月
８
日
㈯
に
生
活
協
同
組
合
連
合
会

コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
事
業
連
合
様
（
さ
い
た
ま

市
）
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
が
行
わ
れ
、
実

施
に
先
立
ち
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金

へ
の
寄
付
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
「CO

-O
P

新
潟
佐
渡
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
対
象
に
販
売
し
た
お
米
１
㎏
に
つ
き
、

１
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
で

「
佐
渡
ト
キ
応
援
お
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
寄

附
金
」
と
し
て
、
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の
野
生

復
帰
や
生
息
環
境
の
整
備
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
144

丁寧に説明する生徒

生活協同組合連合会
コープネット事業連合様
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

『
大
野
亀
の
魅
力
』

　

佐
渡
の
観
光
名
所
と
し
て
有
名
な
大
野

亀
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
ト
ビ
シ
マ
カ
ン

ゾ
ウ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
枚
岩
と
し
て
は
日
本
有
数
の
規

模
を
誇
り
、
そ
の
雄
大
さ
に
人
々
は
心
を

動
か
さ
れ
ま
す
。
正
面
か
ら
の
大
野
亀
は

植
物
の
緑
と
黒
い
岩
肌
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
た
い
へ
ん
見
事
で
す
。
ま
た
、
北
鵜
島

側
の
海
岸
か
ら
見
る
大
野
亀
は
、
巨
大
な

岩
盤
が
眼
前
に
広
が
り
、
迫
力
が
あ
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
こ
の
海
岸
か
ら
見
た
大
野
亀

の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
海
岸

を
歩
い
て
気
付
く
こ
と
は
、
珍
し
い
岩
石

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
最
初

に
目
を
引
い
た
石
は
、
温お
ん

石じ
ゃ
く（
カ
イ
ロ
や

ア
ン
カ
と
し
て
利
用
し
た
石
）
と
し
て
有

名
な
蛇じ
ゃ

紋も
ん

岩が
ん

、
緑
色
を
し
て
蛇
が
這
っ
た

よ
う
な
模
様
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
結
晶
が
繊
維
状
に
な

る
と
石い
し

綿わ
た

に
な
り
ま
す
。
次
に
角か
く

閃せ
ん

岩が
ん

、

黒
く
細
長
い
結
晶
（
角か
く

閃せ
ん

石せ
き

）
が
縞
状
に

集
ま
っ
た
岩
石
で
、
光
が
当
た
る
と
全
体

が
き
ら
き
ら
と
輝
く
と
て
も
き
れ
い
な
石

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
大
野
亀
の
本
体
を

作
っ
て
い
る
粗そ

粒
り
ゅ
う

玄げ
ん

武ぶ

岩が
ん

、
泥
岩
が
熱

の
変
性
を
受
け
て
、
一
見
黒こ
く

曜よ
う

石せ
き

の
よ
う

に
見
え
る
硬こ
う

質し
つ

泥で
い

岩が
ん

な
ど
、
ほ
か
の
地
域

で
は
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
石
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
貴
重
な
岩
石
が
集
ま
っ
た
浜
か

ら
ふ
と
陸
側
に
視
線
を
移
す
と
、
一
段
高

い
と
こ
ろ
に
丸
い
石
が
含
ま
れ
た
層
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
津
波
堆
積

物
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
平
均
す

る
と
千
年
に
一
回
く
ら
い
、
巨
大
な
地
震

が
起
こ
り
、
大
津
波
に
襲
わ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
痕
跡
が
こ
の
海
岸
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
野
亀
に
向
か
っ
て
足
を
進
め

て
い
く
と
、
角
閃
岩
を
多
く
含
む
レ
キ
岩
、

そ
の
先
に
は
硬
質
泥
岩
の
地
層
が
あ
り
、

大
野
亀
の
粗
粒
玄
武
岩
へ
と
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
三
種
の
岩
石
は
、
大
野
亀

が
形
成
さ
れ
た
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
景
色
だ
け
で
な
く
、
地
質
的

な
魅
力
満
載
の
大
野
亀
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

鶴
子
銀
山
⑸ 
秀
吉
と
上
杉
景
勝
の
佐
渡
平
定

　

天
正
５
（
１
５
７
７
）
年
４
月
〈
一
説

に
は
元
亀
４
（
１
５
７
３
）
年
３
月
〉
に
、

佐
渡
で
一
向
一
揆
が
起
き
ま
し
た
。
一
揆

は
、
佐
渡
に
い
た
上
杉
氏
の
代
官
蓼た
で

沼ぬ
ま

右う

京き
ょ
う

亮の
す
けが
討
ち
死
に
す
る
ほ
ど
激
し
い
も

の
で
、
増
強
さ
れ
た
上
杉
陣
営
の
派
兵
で

や
っ
と
平
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
揆
の
中
心
は
、
銀
山
や
砂
金
山
で
働

く
浄
土
真
宗
の
門
徒
衆
で
、
北
陸
の
一
向

一
揆
に
呼
応
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
旦
平
定
さ
れ
た
も
の
の
、

佐
渡
の
情
勢
は
不
安
定
の
ま
ま
で
し
た
。

こ
れ
は
、
西
三
川
砂
金
山
を
支
配
す
る
羽

茂
本
間
氏
と
、
鶴
子
銀
山
を
支
配
す
る
河

原
田
本
間
氏
と
の
争
い
や
、
鶴
子
銀
山
を

め
ぐ
る
沢
根
本
間
氏
と
河
原
田
本
間
氏
の

争
い
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
時
代
は
織
田
信
長
や
、
豊

臣
秀
吉
に
よ
る
天
下
統
一
が
進
み
、「
喧け
ん

嘩か

停
ち
ょ
う

止じ

令れ
い

」
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
武

力
行
使
に
よ
る
解
決
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

上
杉
氏
を
継
い
だ
景
勝
は
、
天
正
14

（
１
５
８
６
）
年
６
月
初
め
て
上
洛
し
、

秀
吉
に
拝
謁
し
た
際
、
紛
争
の
続
く
佐
渡

の
支
配
を
命
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
う
け
て
、
天
正
17
（
１
５
８
９
）
年

６
月
、
沢
根
本
間
氏
や
新
穂
銀
山
を
支
配

し
て
い
た
潟
上
氏
の
協
力
を
得
て
、
景
勝

は
佐
渡
を
攻
略
し
ま
す
。
名
目
は
島
内
の

紛
争
の
解
決
で
し
た
が
、
佐
渡
の
金
銀
山

を
直
接
支
配
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　

し
か
し
、
天
正
10
（
１
５
８
２
）
年
に

は
生
野
銀
山
、
同
12
年
に
は
石
見
銀
山
を

手
中
に
納
め
て
い
た
秀
吉
が
、
景
勝
を
通

じ
て
佐
渡
の
金
銀
山
を
支
配
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

◆
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

景勝の軍勢が、佐渡上陸直後に
供応されたという沢根城跡

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６
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寿
大
学
（
金
井
地
区
）

　

９
月
28
日
㈬
、金
井
保
育
園（
千
種
）で
、

今
年
度
４
回
目
の
寿
大
学「
世
代
間
交
流

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。寿

大
学
講
座
生
13
人
と
金
井
保
育
園
年
長

児
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。舟
山
弘
美
さ

ん（
新
潟
南
高
校
ダ
ン
ス
部
指
導
）を
講
師

に
迎
え
、４
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
ク
イ
ズ

や
ジ
ャ
ン
ケ

ン
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、楽

し
い
ひ
と

と
き
を
過

ご
し
ま
し

た
。

第
１
回
こ
と
ぶ
き
講
座（
真
野
地
区
）

　

８
月
１
日
㈪
、「
司
馬
遼
太
郎
と
佐
渡
」

を
テ
ー
マ
に
、「
第
１
回
こ
と
ぶ
き
講
座
」を

開
催
し
ま
し
た
。直
木
賞
作
家
で
文
化
勲

章
を
受
章
し
た
故
司
馬
遼
太
郎
氏
は
、昭

和
51
年
10
月
に「
街
道
を
ゆ
く
、佐
渡
の
み

ち
」や「
胡
蝶
の
夢
」の
取
材
の
た
め
、佐
渡

を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
は
、当
時
司
馬
遼
太
郎
氏
を
案
内

し
た
講
師
の
山
本
修
巳
さ
ん
か
ら
、エ
ピ

ソ
ー
ド
を
伺
い
な
が
ら
司
馬
凌
り
ょ
う

海か
い

生
家

跡
、倉
谷
の
お
お
わ
ら
じ
、蓮
華
峰
寺
、佐

渡
奉
行
所
跡
、熱あ
つ

串く
し

彦ひ
こ

神
社
な
ど
、司
馬
遼

太
郎
氏
が
歩
い
た
道
の
り
を
巡
り
ま
し
た
。

　

お
昼
は
、司
馬
遼
太
郎
氏
と
同
じ
く
、小

木
の
生
そ
ば
を
い
た
だ
き
、会
話
も
弾
み
ま

し
た
。参
加
し
た
22
人
の
受
講
生
は
、司
馬

遼
太
郎
氏
の
魅
力
に
触
れ
、終
始
笑
顔
で

充
実
し
た
学
び
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（両津支所内）
☎２７─４１８５

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

クイズに元気よく手を上げて「ハーイ！」

蔵書点検実施のお知らせ
　11月から蔵書点検のため、順次休館となります。この作業
は図書館・図書室の本を一斉点検する作業です。利用者の皆
さまには、ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
いします。期間中は、返却ボックスなどに本の返却をお願い
します。
蔵書点検期間

図書館・図書室 休館する期間
さわた図書館
☎５７－２７１１ 11月 29日㈫～ 12月２日㈮

羽茂図書室
☎８８－２２３０ 12月   ６日㈫～ 12月７日㈬

※�小木図書館、真野図書館、中央図書館、両津図書館の蔵書点検日程は、市
報さど12月号でお知らせします。

「ぼくは、図書館がすき」漆原宏写真展
　漆原さんが、全国各地の図書館を取材
し撮影してきた写真。
　図書館に集うさまざまな人々の表情を
この機会にぜひご覧ください。
○日程および会場
　11月 25日㈮～ 12月２日㈮　アミューズメント佐渡
　12月   ３日㈯～ 12月４日㈰　両津地区公民館
主催：本の森実行委員会　共催：佐渡市教育委員会

 資料紹介  佐渡ゴルフ連盟より寄贈！
　「チャリティゴ
ルフ大会」の収
益金から「図書
の充実」に使っ
てほしいと、小
木図書館にご寄
付をいただきま
した。
　小木図書館では、児童書を購入しました。
ぜひご利用ください。
・「お願い！フェアリー♥」 1 ～ 16	 ポプラ社
・「北風のうしろの国」 上・下	 岩波書店
・「カミツキガメはわるいやつ？」	フレーベル館
・「木のタネ検索図鑑」	 文一総合出版
・「10代からの情報キャッチボール入門」
	 岩崎書店
・「空から宝ものが降ってきた！」	 旬報社
　ほか

当時のエピソードに聞き入る受講生

市報さど　平成28年11月号



21

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・�

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・

死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

�

☎
51
―
４
０
７
７（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮ 

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・
固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

首都圏情報コーナー

第21回産業振興フォーラム開催！
　10月２日㈰、表参道新潟館ネスパスを会場に21回目の産
業振興フォーラムが開催されました。今回は佐渡在住２人の

講師をお招きし、ご講演をいただきました。
　第一部講演の真野・潮津の里の志和正美社
長から、設立から約 30 年を迎える「ふれあい
ハウス・潮津の里」の事業のあらましの紹介が
ありました。見るだけの観光から体験型観光の
実践を通して、小学生のみならず、学生、大人

を対象に佐渡ファンを増やすさまざまな取り組みや、佐渡市と
連携した移住体験モニターツアー、佐渡女子ファンクラブ限定
ツアー、また、農水産物の地産地消事業など地域活性化のた
めの幅広い活動等をご紹介頂きました。

　第二部講演の早助屋四代目の山内三信さん
からは、伝統食材「いごねり」の製造・販売と
宿泊施設「サードプレイス」、「On the 美一」と
いう二つのユニークでおしゃれな宿泊施設の概
要の紹介がありました。佐和田海岸での「むっ
さんこ佐渡祭り」など地域と密着したイベントや

Ｕ・Ｉターン、孫ターンや佐渡の特性を活かした定住促進や
ツーリズムの考え方の一端をご紹介頂きました。
　今回も80人超の多くの方々にご参加頂き盛況裏に終了しま
した。なお、過去の産業振興フォーラムの講演記録は市立中
央図書館等でご覧いただけます。ぜひ、ご利用ください。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

志和正美さん

山内三信さん

第3回 新潟大学佐渡三施設 
森里海公開シンポジウム

佐渡島における教育・研究の
新たな展開〜佐渡三施設の

統合に向けて〜 
を開催します
　新潟大学では、佐渡の三施設（佐渡ス
テーション演習林、理学部附属臨海実験
所、朱鷺・自然再生学研究センター）に
よる合同シンポジウムを開催します。
　皆さまのご来場を心よりお待ちしてお
ります。
日時11月19日㈯ 午後1時 30 分～
会場 あいぽーと佐渡　多目的ホール
基調講演 �北海道大学 農学部　教授�

中村 太士さん
※�詳細は三施設のホームページでお知らせし
ます。
お問い合わせ
　�新潟大学朱鷺・自然再生学研究セン
ター　☎２２－３８８５

入場料  無料

市報さど　平成28年11月号
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 9/21～ 10/24届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 椿 佐　嶋　ミヅノ 98 9.24
　〃 椿 野　田　隆　一 65 9.24
　〃 浜田 高　野　ミ　ツ 99 9.25
　〃 梅津 山　本　美　一 91 9.26
　〃 真木 水　上　正一郎 83 9.30
　〃 両津湊 丹　波　美穗子 86 10.  6
　〃 城腰 石　川　ミ　キ 85 10.  7
　〃 両津夷 伊　貝　　　枝 91 10.  8
　〃 浜田 計　良　ミ　チ 91 10.  8
　〃 上横山 伊　藤　誠　二 87 10.  9
　〃 両津湊 本　間　　　透 67 10.10
　〃 羽吉 俵　　　カズヱ 92 10.10
　〃 秋津 伊　藤　千　代 91 10.10
　〃 両津湊 大　倉　かほる 68 10.13
　〃 加茂歌代 佐　藤　カヲル 80 10.14
　〃 両津湊 宮　川　俊　明 56 10.17
　〃 住吉 木　村　光　枝 79 10.20
　〃 羽二生 川　並　由美子 58 10.22
相　川 相川大浦 山　下　和　男 80 9.24
　〃 相川馬町 川　嶋　朋　幸 74 9.24
　〃 相川下戸炭屋町 櫻　澤　誠　子 83 9.26
　〃 相川下戸村 倉　田　キ　ン 92 9.26
　〃 相川羽田町 青　木　ウ　メ 82 9.28
　〃 橘 坂　下　サ　ク 100 10.  2
　〃 二見 坂　本　ヨシヱ 89 10.  2
　〃 相川大浦 　　見　和　子 85 10.  4
　〃 達者 濱　辺　利　郷 88 10.  4
　〃 姫津 村　尾　タ　ケ 85 10.  9
　〃 稲鯨 岩　﨑　輝　男 97 10.18
　〃 米郷 金　子　マツヱ 88 10.20
　〃 二見 谷　野　仁三郎 91 10.23
佐和田 河原田諏訪町 本　間　晴　夫 84 9.20
　〃 窪田 本　間　直　子 68 9.22
　〃 河原田本町 場　﨑　昌　子 82 9.25
　〃 窪田 大　塚　イ　チ 100 10.12

佐和田 沢根五十里 末　武　利　一 66 10.14
　〃 鍛冶町 岡　固　美千枝 49 10.20
金　井 千種 安　田　チハル 88 10.14
　〃 金井新保 渡　邉　愼　吾 69 10.15
　〃 水渡田 西　田　光　雄 74 10.16
　〃 水渡田 甲　斐　市太郎 81 10.19
　〃 吉井 渡　邉　　　登 85 10.20
新　穂 新穂武井 内　堀　キ　ヌ 96 9.23
　〃 新穂正明寺 風　間　　　武 81 9.30
　〃 新穂大野 本　間　　　悌 86 10.12
　〃 下新穂 菊　池　　　登 45 10.15
　〃 新穂瓜生屋 霍　間　俊　文 69 10.23
畑　野 小倉 岩　松　松　枝 86 9.27
　〃 目黒町 本　間　俊　夫 84 9.28
　〃 畑野 中　川　和　枝 87 9.30
　〃 多田 山　本　イ　シ 92 10.  1
　〃 畑野 本　宮　光　男 84 10.  7
　〃 畑野 中　川　　　廣 92 10.11
　〃 畑野 品　川　ミサオ 99 10.13
真　野 竹田 遠　藤　　　宏 82 9.22
　〃 四日町 三　浦　久　雄 60 9.23
　〃 真野新町 笠　井　ハルミ 90 10.  5
　〃 四日町 知　本　ト　ミ 96 10.21
　〃 真野新町 長　野　健　一 82 10.22
小　木 小比叡 岡　崎　　　進 100 9.23
　〃 犬神平 本　間　秀　和 69 9.27
　〃 小比叡 中　川　キ　ヨ 83 10.  2
　〃 小木町 鈴　木　美智子 91 10.12
　〃 琴浦 中　川　　久枝 82 10.19
羽　茂 羽茂本郷 羽　生　繁　子 88 10.  7
　〃 羽茂大石 小　庭　チヅル 91 10.19
　〃 羽茂大崎 赤　坂　ウ　メ 96 10.20
　〃 羽茂大橋 山　中　美　代 78 10.20
　〃 羽茂本郷 渡　邉　　　清 91 10.20
赤　泊 上川茂 伊　賀　キミ子 94 10.22

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 羽二生 川　内　璃　音 智博 9.17
　〃 鷲崎 坂　口　　　丈 紳一郎 9.18
　〃 梅津 山　口　蒼　佑 義紀 9.25
　〃 秋津 鈴　木　咲　絢 新一郎 9.26
　〃 秋津 谷　口　滉　季 洋平 9.28
　〃 梅津 本　間　蓮　士 三治 10.15
佐和田 石田 原　　　雅　直 宏志 9.12
　〃 沢根 大　澤　　　夢 敦 9.25
　〃 上矢馳 松　田　海　音 洋平 10.  3
　〃 長木 風　間　菜　月 大介 10.  4
　〃 河原田諏訪町 福　島　睦　斗 隆太 10.  7
　〃 上長木 伊　藤　瑛　人 直也 10.11

佐和田 八幡 赤　塚　琴　音 拓也 10.19
金　井 泉 竹　内　奏　人 健 9.19
　〃 千種 遠　藤　莉　帆 寛幸 9.24
　〃 千種 肥田野　凪　咲 寛 9.25
　〃 金井新保 森　田　　　迅 哲史 10.  5
新　穂 下新穂 曽　根　千彩音 昭夫 9.29
　〃 新穂大野 近　藤　心　絆 英和 10.  7
　〃 新穂瓜生屋 金　子　　　葵 健二 10.11
畑　野 畑野 大　野　耕　平 賢治 9.19
　〃 畑野 藤　井　蒼　志 円 9.28
真　野 真野新町 尾　上　達　稀 恵太 9.21
赤泊 上川茂 池　　　柚　稀 祐司 9.12
　〃 徳和 渡　部　美　咲 達志 10.  6

（りん）

（じょう）

（そうすけ）

（さや）

（こうき）

（れんと）

（まさなお）

（めい）

（あまね）

（なつき）

（りくと）

（えいと）

（ことね）

（かなと）

（りほ）

（なぎさ）

（じん）

（ちさと）

（みいな）

（あおい）

（こうへい）

（そうし）

（たつき）

（ゆずき）

（みさ）
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地産地消で佐渡を元氣にしよう！
11月19日㈯は「佐渡市地産地消フェスタ2016」 

へお越しください！

佐渡市環境
フェア2016
も同時開催 

します

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 32

お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１

　佐渡市地産地消推進計画に基づき、「生産者と消費
者を結ぶ交流ならびに啓発促進」のため、佐渡市地産
地消フェスタを開催します。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしています。

日時　11月19日㈯　午前10時～午後２時
会場　サンテラ佐渡スーパーアリーナ
総合司会　今井 美穂さん（新潟県地域活性化モデル）

《イベント内容》
①オープニング（午前10時～）
　住吉出身の女の子＆女性による樽太鼓集団「住吉
うしお樽ばやし＆姐樽」による演奏。
②物販「佐渡まるごとふれあい市」
　お馴染みの「まるごと鍋」。今年は佐渡産島黒豚と
佐渡の伝統野菜・八幡芋の特製豚汁です。（限定300
食）また、農家レストランの「ごはん」「煮しめ」「自然薯
とろろ汁」のセットもあります。（限定100食）
③佐渡金銀山世界遺産登録祈願イベント
　佐渡牛乳200mlパックをみんなで1,000本飲み
切ってください。飲み終えた空パックを積み重ねると
「道遊の割戸」が完成？？
④食育クイズ「佐渡産はどれ？」
　佐渡産野菜や果物の花と実の組合せを当てるクイ

ズ。参加者にはプレゼント、全問正解者には景品が贈
られます。
⑤「飲まんかさ」「食べんかさ」キャンペーン抽選会
　恒例のキャンペーン。佐渡牛乳や佐渡産野菜に貼
り付けてあるポイントシールを25枚集めてお越しく
ださい。
⑥�オリジナルスイーツコンテスト歴代作品販売会（13
時～予定）
　これまでのスイーツコンテストの応募作品の中か
ら、３資産にちなんだ作品を当日限定で販売します。
⑦ものづくりフォーラム展示ブース・体験ブース
　佐渡工業会の工業製品の展示を行います。
　お子さまを対象にペーパークラフトやプラバン
キーホルダーづくりをしま
す。（先着200人）
　木製パズルにも挑戦し
てみてください。
お問い合わせ
　市役所産業振興課
　地産地消推進係
　☎６３－３７９１

市報さど　平成28年11月号

①タコは一口大に切る。
②�里芋も一口大に切って、塩でぬめりを取っておく。
③�里芋を鍋に入れて火にかける。里芋は早く煮えるので、
すぐにしょうゆと砂糖、酒で薄味に煮る。
④�里芋が煮えたらタコを入れ、味を調えたら、溶いた片栗
粉でとろみをつける。

※�煮すぎるとタコが硬くなるので、長く煮ないこと。里芋が無いと
きはじゃがいもを使うこともある。みそで味付けする場合は、比
較的タコが軟らかくなる。みその時は、片栗粉は使わない。

＜材料＞　４人分
茹でダコ… …………………………………… 200g
里芋…………………………………………… 600g
しょうゆ……………………………………… 大さじ２
酒…………………………………………… 大さじ２
砂糖………………………………………… 大さじ２
片栗粉……………………………………… 大さじ２
塩（里芋のぬめり取り用）………………………適宜

【いわれ】９月に入り、山にススキの花、尾花が咲く頃、
磯に寄ってくるタコを尾花ダコといいます。このタコと
里芋がおいしくなる時期なので作られた料理といわれて
います。冬は水ダコで作ってもおいしいです。
※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。

い も ダ コ

〈
作
り
方
〉
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市の面積　855.61㎢（平成26年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成25年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ �市役所地域振興課（情報統計係） 	
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者 ㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成をお願いします。詳しくは、市役所総合政
策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。

入場無料
　日時　12月 11日㈰　午前９時 30分からオープニングイベント
　　　　　　　    　　　午後２時終了予定
　会場　トキのむら元気館（新穂瓜生屋 362 番地 1）
　内容　元気茶屋、パッククッキングの体験と試食、健

けん

口
こう

シニア表彰、
　　　　体験コーナーなど

　「しまびと元気応援団」とは　 

「健幸さど 21」計画の目標を達成するための市民グループです。
　市民グループは、計画の目標達成に向けて、自分たちがやりたいことを実現するテーマ別グループで構成さ
れています。
□グループの条件
①自分が元気になる。②家族や仲間、地域の人へ元気のおすそ分けをする。③自分たちでできることをする。
④健幸さど21計画に貢献する。
※この４つの条件を満たし、企画者が５人以上集まれば、登録できる仕組みとなっています。
　グループに参加したいという方、グループを登録したいという方を募集しています。お気軽にご連絡ください。

　「しまびと元気応援団」は、自分自身が元気になり、 
 周囲の人に元気をおすそ分けし、佐渡が元気になるよう 
に活動しています。

　このたび、多くのグループが集まり、元気な活動を紹介します。
　ぜひご来場いただき、元気の輪を広げてみませんか。

お問い合わせ　市役所市民生活課健康推進室　☎６３─３１１５

しまびと元気応援団

佐渡に元気を広げよう　しまびとみんなが大家族　伝えて・ひろげて・つながろう

しまびと元気まつり開催！


